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[環
境
配
慮
工
法
の
選
定
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
] 

環
境
配
慮
工
法
は
、
本
表
以
外
に
も
様
々
な
工
法
が
あ
る
た
め
、
選
定
に
当
た
っ
て
は
個
々
の
現
地
の
条
件
や
各
工
法
の
特
徴
を
十
分
理
解
の
上
、
現
地
に
適
用
可
能
な
工
法
を
選
定
す
る
。
 

     

ﾈｯ
ﾄﾜ
ｰｸ
 

の
種
類
 

ﾈｯ
ﾄﾜ
ｰｸ
に
お

け
る
役
割
 

環
境
配
慮
工
法
 

の
目
的
 

工
法
の
種
類
 

工
 
法
 
の
 
概
 
要
 

工
法
選
定
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
 

水
路
に
お
け

る
生
物
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

（
主
に
魚
類
） 

移
動
経
路
 

の
確
保
 

・
小
さ
な
段
差

に
よ
る
「
落
差

の
解
消
」
 

・
勾
配
の
緩
和

に
よ
る
「
流
速

の
低
減
」
 

魚
道
 

階
段
式
 

魚
道
 

 
魚
類
が
移
動
し
や
す
い
よ

う
に
階
段
式
の
プ
ー
ル
部
を

設
け
勾
配
を
調
整
し
た
も

の
。
越
流
部
が
全
幅
で
あ
る

の
が
特
徴
 

・
流
量
が
少
な
く
な
る
と
越
流
深
が
浅
く
な
り
、
体
高
の
高
い
魚
類
は

遡
上
困
難
 

・
プ
ー
ル
部
で
流
速
を
抑
え
、
減
勢
部
分
の
延
長
を
短
く
で
き
る
た
め
、

落
差
の
大
き
い
場
合
に
適
用
可
能
 

・
浮
遊
土
砂
が
多
い
水
路
で
は
流
速
が
遅
く
な
る
と
プ
ー
ル
部
に
土
砂

が
堆
積
 

隔
壁
型
（
千
鳥
Ｘ

型
）
魚
道
 

 
隔
壁
上
部
を
横
断
方
向
に

傾
斜
、
隔
壁
を
交
互
に
Ｘ
型

に
配
置
さ
せ
、
水
量
が
少
な

い
場
合
で
も
越
流
深
が
確
保

で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
 

・
流
量
が
少
な
い
場
合
で
も
越
流
深
を
確
保
で
き
、
プ
ー
ル
部
が
休
憩

の
場
と
な
る
た
め
、
多
種
多
様
な
魚
類
が
遡
上
可
能
 

・
プ
ー
ル
部
で
流
速
を
抑
え
、
減
勢
部
の
延
長
を
短
く
で
き
る
た
め
、

落
差
の
大
き
い
場
合
に
適
用
可
能
 

・
浮
遊
土
砂
が
多
い
水
路
で
は
流
速
が
遅
く
な
る
と
プ
ー
ル
部
に
土
砂

が
堆
積
 

隔
壁
型
(ハ

ー
フ

コ
ー
ン
型
)魚

道
 

 
千
鳥
Ｘ
型
の
形
状
に
越
流

の
流
れ
を
ス
ム
ー
ス
に
す
る

た
め
、
越
流
部
の
隔
壁
を
円

筒
状
（
ハ
ー
フ
コ
ー
ン
）
で

対
応
し
た
も
の
 

・
水
の
剥
離
が
少
な
く
、
多
様
な
水
深
や
流
れ
に
な
り
、
魚
類
は
遡
上
・

降
下
時
に
経
路
を
選
択
 

・
流
量
が
少
な
く
て
も
越
流
深
を
確
保
で
き
る
た
め
、
多
種
多
様
な
魚

類
が
遡
上
 

・
プ
ー
ル
部
で
流
速
を
抑
え
、
減
勢
部
分
の
延
長
を
短
く
で
き
る
た
め
、

落
差
の
大
き
い
場
合
に
適
用
可
能
 

・
コ
ー
ン
の
交
互
設
置
に
よ
り
土
砂
の
堆
積
を
低
減
 

い
さ
わ
南
部
地
区
（
岩
手
県
奥
州
市
）
 

水
路
の
形
状
と
水
の
流
れ
 

水
路
の
形
状
と
水
の
流
れ
 

西
鬼
怒
川
地
区
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
） 

多
摩
川
（
東
京
都
多
摩
市
）
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ﾈｯ
ﾄﾜ
ｰｸ
 

の
種
類
 

ﾈｯ
ﾄﾜ
ｰｸ
に
お

け
る
役
割
 

環
境
配
慮
工
法
 

の
目
的
 

工
法
の
種
類
 

工
 
法
 
の
 
概
 
要
 

工
法
選
定
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
 

水
路
に
お
け
る

生
物
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
 

（
主
に
魚
類
）
 

移
動
経
路
 

の
確
保
 

 

・
小
さ
な
段
差
に
よ
る

「
落
差
の
解
消
」
 

・
勾
配
の
緩
和
に
よ
る

「
流
速
の
低
減
」
 

魚
 
道
 

 

粗
石

付
き

斜

路
型
魚
道
 

ｓ
     

 

斜
路
に
粗
石
を
配
置
し
、

流
れ
を
減
勢
す
る
こ
と
に
よ

り
、
多
様
な
流
れ
を
創
出
し

た
も
の
 

・
勾
配
が
大
き
く
な
る
と
魚
類
等
は
遡
上
困
難
 

・
配
置
す
る
石
（
玉
石
が
適
当
）
の
間
隔
と
大
き
さ
に
よ

り
流
れ
が
変
化
 

・
流
量
が
少
な
い
場
合
、
魚
類
は
遡
上
困
難
に
な
る
た
め
、

傾
斜
断
面
と
す
る
等
の
工
夫
が
必
要
 

・
構
造
が
単
純
で
他
に
比
べ
て
施
工
が
容
易
 

・
浮
遊
土
砂
の
堆
積
を
低
減
 

 

・
水
路
幅
や
水
深
の
変

化
に
よ
る
「
流
速
の

低
減
」
 

・
構
造
物
の
設
置
等
に

よ
る
「
多
様
な
流
速

の
創
出
」
 

水
路
断
面
 

瀬
・
淵
 

 
断
面
を
拡
げ
流
れ
の
内
側

に
瀬
、外

側
に
淵
を
つ
く
り
、

多
様
な
流
れ
と
し
た
も
の
 

土
砂
や
植
生
に
よ
り
生
物

の
生
息
・
生
育
環
境
を
形
成
 

・
現
況
地
形
に
変
化
が
あ
れ
ば
、
地
形
を
利
用
し
て
多
様

な
流
れ
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
 

・
直
線
部
で
単
調
な
流
れ
に
な
る
場
所
に
瀬
・
淵
（
水
制

工
等
）
の
設
置
が
効
果
的
 

 

ワ
ン
ド
 

 
魚
類
等
の
移
動
の
際
の
休

息
場
や
避
難
場
と
す
る
た

め
、
入
り
江
状
の
水
域
を
設

け
た
も
の
 

土
砂
や
植
生
に
よ
り
生
物

の
生
息
・
生
育
環
境
も
形
成
 

・
水
路
内
の
曲
り
部
や
山
際
の
残
地
等
を
利
用
 

・
単
調
な
流
れ
で
流
速
の
早
い
直
線
的
な
水
路
に
設
置
 

     

 
 

 
 

乱
杭
工
 

置
石
工
等
 

 
乱
杭
や
置
石
等
に
よ
り
多

様
な
流
れ
を
発
生
さ
せ
た
も

の
 

・
置
石
や
乱
杭
は
現
地
材
料
を
活
用
 

・
乱
杭
に
ゴ
ミ
等
が
絡
ま
る
恐
れ
 

・
乱
杭
や
置
石
等
は
、
一
律
の
間
隔
に
な
ら
な
い
よ
う
に

施
工
時
に
留
意
 

・
施
工
後
の
状
況
を
踏
ま
え
置
石
や
杭
を
追
加
す
る
等
、

順
応
的
管
理
を
検
討
 

  

野
江
地
区
（
徳
島
県
海
陽
町
）
 

山
北
第
３
地
区
（
新
潟
県
長
岡
市
）
 

 

淵
 

瀬
 

ワ
ン
ド

 

水
路

 

水
の
流
れ

 

瀬
 

淵
 

断
面
図
（
概
略
図
）
 

床
固
め
ブ
ロ
ッ
ク
 

粗
石
 

水
の
流
れ
 

縦
断
図
（
概
略
図
）
 

西
鬼
怒
川
地
区
 

（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）
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ﾈｯ
ﾄﾜ
ｰｸ
 

の
種
類
 

ﾈｯ
ﾄﾜ
ｰｸ
に
お

け
る
役
割
 

環
境
配
慮
工
法
 

の
目
的
 

工
法
の
種
類
 

工
 
法
 
の
 
概
 
要
 

工
法
選
定
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
 

水
路
に
お
け
る

生
物
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
 

（
主
に
魚
類
）
 

                               

生
息
・
生
育
環

境
の
確
保
 

                             

・
構
造
物
の
設
置
等
に

よ
る
「

多
様

な
流

速
・
水
深
の
創
出
」
 

・
隠
れ
場
と
な
る
よ
う

な
「
空
隙
の
確
保
」
 

・
産
卵
等
、
生
息
・
生

育
環
境

と
な

る
よ

う
な
「
多
様
な
底
質

や
植
生
の
確
保
」
 

                     

水
路
断
面
 

敷
土
 

砂
利
 

石
 

玉
石
 

植
生
 

      

魚
介
類
等
の
生
息
の
た
め

敷
土
、
砂
、
砂
利
等
を
水
路
底

に
配
置
し
た
も
の
 

・
現
況
水
路
の
発
生
土
を
活
用
し
、
生
物
の
生
息
・
生

育
条
件
に
適
し
た
材
料
を
選
定
 

・
流
速
が
早
い
場
合
は
土
砂
が
流
さ
れ
る
懸
念
 

・
施
工
前
に
現
況
土
の
仮
置
、
保
存
が
必
要
 

瀬
・
淵
 

前
掲
 

ワ
ン
ド
 

前
掲
 

床
止
め
工
 

      

 

亀
岡
地
区
（
京
都
府
亀
岡
市
）
 

小
流
量
時
の
水
深
を
確
保

す
る
た
め
、
水
路
底
版
に
間

伐
材
の
杉
丸
太
を
設
置
し
た

も
の
 

・
床
止
め
工
の
材
料
に
丸
太
（
間
伐
材
）
を
利
用
し
た

場
合
、
ボ
ル
ト
で
の
固
定
が
必
要
 

・
必
要
に
応
じ
て
ボ
ル
ト
の
増
し
締
め
、
木
材
の
腐
朽

時
に
は
交
換
が
必
要
。
 

・
床
止
め
工
の
材
料
は
、
木
製
の
堰
板
（
角
落
し
）
の

利
用
も
可
能
 

・
土
砂
等
が
堆
積
し
た
場
合
、
水
深
が
確
保
出
来
な
く

な
る
た
め
、
定
期
的
な
除
去
等
の
維
持
管
理
が
必
要
 

底
版
 

       

大
和
紀
伊
平
野
地
区
 

（
和
歌
山
県
紀
の
川
市
）
 

水
生
植
物
の
生
育
環
境
保

全
の
た
め
、
水
路
底
版
の
一

部
に
水
生
植
物
の
塊
茎
を
含

ん
だ
土
砂
に
砕
石
を
混
合
し

た
層
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
流
出
防
止
の
た
め
の
土

砂
止
工
を
施
工
し
た
も
の
 

・
水
生
植
物
の
根
群
域
の
深
さ
を
踏
ま
え
た
土
砂
層
の

厚
さ
を
設
定
 

・
土
砂
層
の
流
亡
を
防
ぐ
た
め
、
土
砂
止
工
が
必
要
 

・
流
出
の
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
た
め
の
土
砂
止
工
に

加
え
て
、
土
砂
に
砕
石
を
混
合
し
、
塊
茎
の
固
着
力

を
高
め
る
工
夫
 

・
水
生
植
物
が
過
繁
茂
し
た
場
合
、
通
水
障
害
の
お
そ

れ
が
あ
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
部
分
施
工
を
検
討
 

底
版
 
 
 

（
ポ
ー
ラ
ス

コ
ン
ク
リ
ー

ト
）
 

       

庄
川
左
岸
地
区
（
富
山
県
砺
波
市
）
 

湧
水
が
確
認
さ
れ
て
い
る

水
路
に
お
い
て
、
湧
水
を
確

保
す
る
た
め
、
水
路
底
版
に

浸
透
性
の
素
材
を
使
用
し
た

も
の
 

・
地
下
水
位
が
低
い
と
こ
ろ
で
は
地
下
浸
透
に
よ
り
、

水
量
の
減
少
が
懸
念
 

・
設
計
時
に
湧
水
量
を
考
慮
す
る
必
要
 

き
す
み
の
地
区
（
兵
庫
県
小
野
市
）
 

貝
類
の
た
め
現
況
 

水
路
の
土
砂
を
利
用
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ﾈｯ
ﾄﾜ
ｰｸ
 

の
種
類
 

ﾈｯ
ﾄﾜ
ｰｸ
に
お

け
る
役
割
 

環
境
配
慮
工
法
 

の
目
的
 

工
法
の
種
類
 

工
 
法
 
の
 
概
 
要
 

工
法
選
定
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
 

水
路
に
お
け
る

生
物
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
 

（
主
に
魚
類
）
 

 

生
息
・
生
育
環

境
の
確
保
 

 

・
構
造
物
の
設
置
等
に

よ
る
「

多
様

な
流

速
・
水
深
の
創
出
」
 

・
隠
れ
場
と
な
る
よ
う

な
「
空
隙
の
確
保
」
 

・
産
卵
等
、
生
息
・
生
 

育
環
境
と
な
る
よ

う
な
「
多
様
な
底
質

や
植
生
の
確
保
」
 

護
 
岸
 

土
水
路
 

       

水
路
を
土
水
路
に
し
た
も

の
で
、
植
物
が
生
育
し
、
多

様
な
生
物
の
生
息
環
境
を
形

成
 

・
法
面
が
浸
食
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
流
速
の
早

い
水
路
や
水
位
変
動
が
大
き
い
水
路
等
に
は
不
適
当
 

・
水
鳥
等
が
容
易
に
横
断
で
き
る
よ
う
２
割
勾
配
と
し

た
例
あ
り
 

・
水
路
の
法
面
の
雑
草
や
侵
食
に
対
す
る
維
持
管
理
面

積
は
増
え
る
が
、
緩
勾
配
な
の
で
草
刈
り
が
容
易
に

な
っ
た
と
の
評
価
 

か
ご
系
 

       

・
栗
石
等
を
蛇
か
ご
や
布
団

か
ご
で
包
ん
だ
工
法
で
、

多
孔
質
な
護
岸
を
形
成
 

・
水
中
部
は
魚
類
、
陸
上
部

は
小
動
物
の
休
息
や
避
難

場
所
を
形
成
 

・
空
隙
は
小
動
物
の
生
息
環
境
と
な
る
た
め
、
栗
石
の

大
き
さ
に
は
留
意
 

・
土
砂
の
投
入
に
よ
り
植
物
が
生
育
可
能
 

・
老
朽
化
や
摩
耗
に
対
す
る
金
網
の
耐
久
性
も
考
慮
が

必
要
 

・
作
業
が
容
易
で
熟
練
し
た
技
術
は
不
要
 

・
植
物
が
生
え
た
際
の
草
刈
り
や
空
隙
の
ゴ
ミ
除
去
等

の
維
持
管
理
 

 
 

 
 

木
 
系
 

        

護
岸
を
粗
朶
柵
工
等
、
木

材
の
利
用
に
よ
り
隙
間
を
生

物
の
隠
れ
場
と
し
た
も
の
 

・
定
期
的
な
更
新
が
必
要
な
た
め
、
間
伐
材
等
の
材
料

が
得
や
す
い
場
所
が
適
当
 

・
柵
渠
の
場
合
、
高
低
差
が
で
き
る
と
生
物
の
這
い
上

が
り
が
困
難
 

・
耐
久
性
に
劣
る
た
め
定
期
的
な
更
新
が
必
要
で
あ
り
、

地
域
の
協
力
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
 

・
地
上
部
で
は
詰
め
た
土
壌
に
植
生
が
形
成
 

 

自
然
石
系
 

     

・
自
然
石
で
護
岸
し
た
も
の

で
、
隙
間
を
生
物
の
隠
れ

場
と
し
た
も
の
 

・
最
近
で
は
同
様
な
機
能
を

有
す
る
二
次
製
品
あ
り
 

・
現
地
発
生
材
が
あ
れ
ば
材
料
と
し
て
活
用
可
能
 

・
用
地
が
確
保
で
き
る
場
所
は
、
自
然
石
を
ラ
ン
ダ
ム

に
配
置
し
た
方
が
適
当
 

・
石
工
技
術
者
の
確
保
が
必
要
（
特
に
護
岸
高
が
高
い

場
合
）
 

  

三
江
地
区
（
兵
庫
県
豊
岡
市
）
 

飯
島
地
区
（
宮
城
県
登
米
市
）
 

塚
山
地
区
（
新
潟
県
長
岡
市
）
 

駒
場
北
地
区
（
秋
田
県
大
仙
市
）
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ﾈｯ
ﾄﾜ
ｰｸ
 

の
種
類
 

ﾈｯ
ﾄﾜ
ｰｸ
に
お

け
る
役
割
 

環
境
配
慮
工
法
 

の
目
的
 

工
法
の
種
類
 

工
 
法
 
の
 
概
 
要
 

工
法
選
定
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
 

水
路
に
お
け
る

生
物
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
 

（
主
に
魚
類
）
 

生
息
・
生
育
環

境
の
確
保
 

 

・
構
造
物
の
設
置
等
に

よ
る

「
多

様
な

流

速
・
水
深
の
創
出
」
 

・
隠
れ
場
と
な
る
よ
う

な
「
空
隙
の
確
保
」
 

・
産
卵
等
、
生
息
・
生

育
環

境
と

な
る

よ

う
な
「
多
様
な
底
質

や
植
生
の
確
保
」
 

 

護
 
岸
 

                          

 

複
合
工
 

         

木
材
の
井
桁
構
造
に
よ
り

魚
類
等
の
生
息
空
間
を
確
保

し
た
も
の
 

流
れ
に
変
化
を
持
た
せ
、

よ
ど
み
を
形
成
 

法
面
の
安
定
効
果
あ
り
 

護
岸
上
部
を
木
道
と
し
て

整
備
し
、
地
域
住
民
の
利
用

を
考
慮
 

・
現
状
の
水
路
敷
地
内
で
設
置
可
能
な
場
合
あ
り
 

・
井
桁
最
上
部
の
方
角
材
は
安
全
の
た
め
滑
ら
な
い
よ

う
四
角
の
形
状
が
適
当
 

・
木
材
を
利
用
す
る
場
合
は
定
期
的
な
更
新
が
必
要
 

二
次
製
品
系
 

 
水
路
底
部
に
空
間
の
あ
る

二
次
製
品
（
魚
巣
ブ
ロ
ッ
ク
）

を
配
置
し
魚
類
等
の
隠
れ
場

と
し
た
も
の
 

 

・
現
況
水
路
内
で
生
息
環
境
を
確
保
す
る
場
合
に
採
用
 

・
常
時
水
位
の
高
さ
に
魚
巣
ブ
ロ
ッ
ク
を
配
置
し
た
方

が
効
果
的
 

・
土
砂
の
堆
積
が
多
い
と
こ
ろ
で
は
空
間
が
埋
ま
る
た

め
効
果
が
低
下
 

・
魚
巣
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
空
隙
の
大
き
さ
は
対
象
魚
種
に

応
じ
て
検
討
 

  

瀬
・
淵
 

        

自
然
石
護
岸
（
水
制
工
）

に
よ
り
、
流
速
の
速
い
水
路

に
お
い
て
多
様
な
流
れ
を
形

成
し
、
魚
類
の
生
息
環
境
を

確
保
し
た
も
の
 

 

・
直
線
部
で
単
調
な
流
れ
に
な
る
場
所
へ
の
設
置
が
効

果
的
 

・
土
砂
の
堆
積
や
植
生
の
繁
茂
な
ど
に
よ
り
、
多
様
な

環
境
が
創
出
 

・
先
端
部
は
洗
掘
防
止
の
た
め
、
粒
径
の
大
き
な
石
を

設
置
し
、
移
動
防
止
の
た
め
木
杭
で
固
定
 

 

断
面
図
（
概
略
図
）
 

平
水
位
 
 

自
然
石
 

植
生
ﾌ゙
ﾛｯ
ｸ 

玉
石
 

 

土
の
う
 

魚
巣
ﾌ゙
ﾛｯ
ｸ 

安
曇
野
地
区
（
長
野
県
安
曇
野
市
）
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安
曇
野
地
区
（
長
野
県
安
曇
野
市
）
 

中
積
石
 

井
桁
沈
床
工
 

断
面
図
（
概
略
図
）
 

断
面
図
（
概
略
図
）
 

西
鬼
怒
川
地
区
 

（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）
 



-
 7
5 
- 

  

ﾈｯ
ﾄﾜ
ｰｸ
 

の
種
類
 

ﾈｯ
ﾄﾜ
ｰｸ
に
お

け
る
役
割
 

環
境
配
慮
工
法
 

の
目
的
 

工
法
の
種
類
 

工
 
法
 
の
 
概
 
要
 

工
法
選
定
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
 

水
路
と
水
田
に

お
け
る
生
物
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
主
に
魚
類
）
 

水
の

連
続

性

の
確
保
 

落
差
の
解
消
 

・
小
さ
な
段
差
に
よ
る

「
落
差
の
解
消
」
 

・
勾
配
の
緩
和
に
よ
る

「
流
速
の
低
減
」
 

水
田
魚
道
 

隔
壁
型
（
千
鳥

Ｘ
型
）
魚
道
 

     

 

隔
壁
上
部
が
横
断
方
向
に

斜
し
、
隔
壁
を
交
互
に
千
鳥
Ｘ

型
に
配
置
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
多
様
な
流
れ
を
創
造
し
た

も
の
 

隔
壁
の
形
状
・
配
置
に
よ
り

様
々
な
タ
イ
プ
が
あ
る
。
 

・
隔
壁
で
仕
切
ら
れ
た
プ
ー
ル
が
上
下
流
に
階
段
状
に

連
な
っ
た
形
式
で
、
遡
上
す
る
魚
が
随
時
休
息
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
体
高
の
高
い
遊
泳
魚
（
フ
ナ
、

タ
モ
ロ
コ
等
）
と
底
生
魚
（
ド
ジ
ョ
ウ
等
）
の
両
方

に
有
効
 

・
千
鳥
Ｘ
型
や
ハ
ー
フ
コ
ー
ン
は
、
隔
壁
上
端
が
斜
め

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
流
量
が
少
な
い
場
合
で
も
越

流
深
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
 

 
隔
壁
型
（
ハ
ー

フ
コ
ー
ン
型
）

魚
道
 

    

 

排
水
路
堰

上

げ
式
 

 
・
水
路
の
堰
上
げ
に
よ
り
、
排

水
路
と
水
田
の
水
面
差
を

な
く
し
水
田
へ
魚
類
を
遡

上
さ
せ
る
も
の
。
 

・
写
真
で
は
、
非
か
ん
が
い
期

に
堰
を
撤
去
で
き
る
よ
う

に
木
製
の
堰
板
を
活
用
 

・
湖
沼
周
辺
等
の
低
平
地
で
水
田
の
落
差
が
小
さ
く
、

か
つ
、
排
水
流
域
が
狭
く
流
量
の
少
な
い
末
端
の
小

排
水
路
等
が
適
当
 

・
法
面
が
侵
食
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
対
策
が
必
要
 

・
排
水
路
の
水
位
が
上
昇
す
る
た
め
、
畑
利
用
し
て
い

る
農
地
が
あ
る
場
合
は
注
意
 

・
堰
板
を
撤
去
し
て
も
生
物
の
生
息
に
必
要
な
水
位
が

確
保
さ
れ
る
よ
う
に
留
意
 

 

   

赤
石
地
区
（
兵
庫
県
豊
岡
市
）
 

長
沢
地
区
（
滋
賀
県
米
原
市
）
 

水
路
の
形
状
と
水
の
流
れ
 

杭
 

堰
板
 

断
面
図
（
概
略
図
）
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西
鬼
怒
川
地
区
 

（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）
 



-
 7
6 
- 

   

ﾈｯ
ﾄﾜ
ｰｸ
 

の
種
類
 

ﾈｯ
ﾄﾜ
ｰｸ
に
お

け
る
役
割
 

環
境
配
慮
工
法
 

の
目
的
 

工
法
の
種
類
 

工
 
法
 
の
 
概
 
要
 

工
法
選
定
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
 

水
路
と
水
田

に
お
け
る
生

物
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク（

主
に

魚
類
）
 

                    

 

移
動

経
路

の

確
保
 

・
小
さ
な
段
差
に

よ
る
「
落
差
の

解
消
」
 

・
勾
配
の
緩
和
に

よ
る
「
流
速
の

低
減
」
 

水
田
魚
道
 

波
付
管
 

 
・
コ
ル
ゲ
ー
ト
管
（
内
面
凹
凸

タ
イ
プ
）
や
波
付
可
と
う
電

線
管
等
を
使
用
し
、
底
面
の

凹
凸
に
よ
り
水
の
流
れ
を
変

化
さ
せ
た
も
の
 

・
凸
部
が
匍
匐
（
ほ
ふ
く
）
型

遡
上
時
の
引
っ
掛
か
り
と
な

る
た
め
遡
上
の
手
助
け
 

・
体
高
の
低
い
底
生
魚
（
ド
ジ
ョ
ウ
等
）
の
場
合
は
、

流
量
や
水
深
が
小
さ
く
て
も
遡
上
可
能
 

・
遡
上
す
る
魚
が
随
時
休
息
す
る
場
所
が
な
い
た
め
、

延
長
が
長
く
な
る
と
遡
上
困
難
 

・
排
水
路
と
田
面
の
差
が
少
な
い
場
所
に
適
用
 

・
コ
ル
ゲ
ー
ト
管
や
電
線
管
は
、
安
価
、
軽
量
で
加
工

も
容
易
 

 

 
 

 
半
円
形
コ
ル
ゲ

ー
ト
管
魚
道
 

        
 榎

前
地
区
（
愛
知
県
安
城
市
）
 

半
円
形
コ
ル
ゲ
ー
ト
管
と
流

量
調
整
が
可
能
な
隔
壁
か
ら
な

る
少
量
の
通
水
で
も
魚
類
の
遡

上
が
可
能
と
し
た
も
の
 

・
体
高
の
低
い
底
生
魚
（
ド
ジ
ョ
ウ
等
）
の
場
合
は
、

流
量
や
水
深
が
小
さ
く
て
も
遡
上
可
能
 

・
排
水
路
と
田
面
の
差
が
少
な
い
場
所
に
適
用
 

・
コ
ル
ゲ
ー
ト
管
や
電
線
管
は
、
安
価
、
軽
量
で
加
工

も
容
易
 

・
隔
壁
角
度
の
変
更
が
容
易
で
あ
り
、
水
深
と
流
速
を
 
 

任
意
に
調
整
す
る
こ
と
が
可
能
 

・
既
存
の
水
田
魚
道
の
最
大
勾
配
と
同
程
度
の
20
°
で

も
効
果
を
発
揮
。
 

 

生
息
・
生
育
環

境
の
確
保
 

     

・
産
卵
等
、
生

息
・
生
育
環
境

と
な

る
よ

う

な
「
浅
い
水
深

の
確
保
」、
「
止

水
域

又
は

緩

や
か

な
流

れ

の
確
保
 

池
 

保
全
池
 

       

・
代
償
処
置
し
て
新
た
に
池
を

整
備
し
た
も
の
 

・
写
真
は
イ
バ
ラ
ト
ミ
ヨ
の
生

息
環
境
の
た
め
の
保
全
池
 

・
護
岸
や
底
質
等
は
生
物
の
生
息
条
件
を
考
慮
し
た
材

料
を
使
用
 

・
新
た
に
施
設
を
整
備
す
る
場
合
、
維
持
管
理
方
法
や

体
制
の
検
討
が
必
要
 

・
用
地
は
換
地
に
よ
り
生
じ
た
営
農
条
件
の
悪
い
土
地

や
残
地
等
を
利
用
 

 
駒
場
北
地
区
（
秋
田
県
大
仙
市
）
 

伊
豆
沼
周
辺
（
宮
城
県
登
米
市
他
）
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断
面
図
（
概
略
図
）
 



-
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- 

 

ﾈｯ
ﾄﾜ
ｰｸ
 

の
種
類
 

ﾈｯ
ﾄﾜ
ｰｸ
に
お

け
る
役
割
 

環
境
配
慮
工
法
 

の
目
的
 

工
法
の
種
類
 

工
 
法
 
の
 
概
 
要
 

工
法
選
定
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
 

水
路
と
水
田

に
お
け
る
生

物
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク（

主
に

魚
類
）
 

 

生
息
・
生
育
環

境
の
確
保
 

・
産
卵
等
、
生

息
・
生
育
環
境

と
な

る
よ

う

な
「
浅
い
水
深

の
確
保
」、
「
止

水
域

又
は

緩

や
か

な
流

れ

の
確
保
 

  

水
路
 

承
水
路
 

         

山
際
か
ら
の
湧
水
や
流
出
水

を
集
め
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た

承
水
路
 

・
水
生
生
物
の
中
干
し
期
の
一
時
的
な
避
難
場
所
、
産

卵
や
越
冬
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
た
め
落
水
後
の
水

の
確
保
が
重
要
 

・
山
際
か
ら
の
湧
水
は
、
湿
田
の
原
因
と
な
る
場
合
が

あ
る
の
で
、
営
農
上
支
障
の
な
い
場
所
を
選
定
 

・
農
地
が
一
部
潰
れ
地
に
な
る
た
め
、
農
家
の
理
解
が

必
要
 

 

湿
地
・
農
地
 

耕
作
放
棄
地
、

遊
休
農
地
等
の

ビ
オ
ト
ー
プ
化
 

        

谷
津
田
等
林
地
に
接
す
る
湿

地
や
耕
作
放
棄
地
等
を
生
物
の

生
息
・
生
育
環
境
に
活
用
し
た

も
の
 

・
ほ
場
整
備
か
ら
除
外
さ
れ
た
水
田
や
耕
作
放
棄
地
の

利
用
 

・
山
際
か
ら
の
湧
水
や
冬
期
に
も
水
が
確
保
で
き
る
場

所
を
選
定
 

・
休
耕
田
を
利
用
す
る
場
合
、
雑
草
が
増
え
過
ぎ
る
と

陸
化
す
る
の
で
、
水
田
利
用
の
た
め
に
は
定
期
的
な

耕
起
等
が
必
要
 

 
 

 
表
土
 

（
畦
畔
、
法
面
等
）
 

畦
畔
、
法
面
等

に
お
け
る
表
土

の
利
用
 

       

植
物
の
種
子
や
根
茎
等
が
含

ま
れ
た
畦
畔
、
法
面
等
の
表
土

を
は
ぎ
取
り
、
整
備
後
に
利
用

す
る
も
の
 

・
在
来
植
物
が
生
育
し
て
い
る
表
土
を
利
用
 

・
表
土
に
外
来
植
物
の
種
子
が
混
入
し
な
い
よ
う
に
注

意
 

・
表
土
の
仮
置
の
場
所
が
必
要
 

・
畦
畔
、
法
面
等
の
適
度
な
草
刈
り
が
必
要
 

水
田
、水

路
等

と
樹
林
地
に

お
け
る
生
物

の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク（

主
に
両

生
類
）
 

移
動
経
路
の

確
保
 

     

  

・
横
断
で
き
る

よ
う
な「

障
害

の
修
正
」
 

蓋
掛
け
 

コ
ン

ク
リ

ー

ト
、
木
材
等
 

       
 

   

両
生
類
等
の
生
物
の
移
動
経

路
を
確
保
す
る
た
め
、
水
路
上

部
に
蓋
を
か
け
た
も
の
 

・
水
路
上
部
を
営
農
等
の
た
め
、
人
や
農
業
機
械
等
が

横
断
す
る
可
能
性
が
あ
る
区
間
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

等
強
度
の
あ
る
材
料
を
使
用
 

・
対
策
区
間
の
選
定
に
は
対
象
生
物
の
生
息
状
況
を
十

分
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
 

・
木
材
を
利
用
す
る
場
合
、
朽
ち
て
危
険
と
な
る
た
め

定
期
的
に
更
新
が
必
要
 

 

大
内
田
地
区
（
福
岡
県
赤
村
）
 

三
江
地
区
（
兵
庫
県
豊
岡
市
）
 

増
田
地
区
（
兵
庫
県
三
木
市
）
 

断
面
図
（
概
略
図
）
 

 

 

蓋
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ﾈｯ
ﾄﾜ
ｰｸ
 

の
種
類
 

ﾈｯ
ﾄﾜ
ｰｸ
に
お

け
る
役
割
 

環
境
配
慮
工
法
 

の
目
的
 

工
法
の
種
類
 

工
 
法
 
の
 
概
 
要
 

工
法
選
定
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
 

水
田
、水

路
等

と
樹
林
地
に

お
け
る
生
物

の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク（

主
に
両

生
類
）
 

移
動
経
路
の

確
保
 

        

・
落
下
し
な
い

よ
う
な「

侵
入

の
防
止
」
 

迂
回
路
 

ト
ン
ネ
ル
、
 

橋
梁
 

       

い
さ
わ
南
部
地
区
（
岩
手
県
奥
州
市
）
 

生
物
の
移
動
経
路
を
確
保
す

る
た
め
、
ト
ン
ネ
ル
（
ま
た
は

橋
梁
）
を
設
け
た
も
の
 

・
対
策
区
間
の
選
定
に
は
対
象
生
物
の
生
息
状
況
を
十

分
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
 

・
対
象
生
物
が
横
断
で
き
る
よ
う
な
規
模
を
設
定
 

・
ト
ン
ネ
ル
等
が
見
つ
け
や
す
い
よ
う
に
誘
導
す
る
施

設
（
植
樹
等
）
が
必
要
 

 

 

 
防
護
柵
 

ネ
ッ
ト
等
 

         

小
動
物
が
水
路
等
に
落
下
し

な
い
よ
う
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
た

も
の
 

写
真
は
、
動
物
を
誘
導
す
る

た
め
の
移
動
経
路
を
確
保
す
る

た
め
の
ネ
ッ
ト
と
併
せ
て
使
用

さ
れ
た
事
例
 

・
対
策
区
間
の
選
定
に
は
対
象
生
物
の
生
息
状
況
を
十

分
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
 

・
ネ
ッ
ト
で
あ
る
た
め
、
重
量
の
重
い
動
物
は
不
適
 

・
簡
易
で
あ
る
た
め
直
営
で
施
工
可
能
 

 
・
登
坂
で
き
る
よ

う
な
「
勾
配
の

緩
和
」、
「
滑
り

に
く

い
壁

面

の
確
保
」
 

 

緩
傾
斜
 

護
岸
 

自
然
石
系
 

  
水
路
の
護
岸
を
自
然
石
等
に

よ
る
緩
傾
斜
護
岸
で
樹
林
地
へ

の
カ
エ
ル
類
等
の
移
動
経
路
を

確
保
し
た
も
の
。
自
然
石
以
外

に
布
団
か
ご
、
木
系
（
粗
朶
柵

工
等
）
等
の
工
法
あ
り
 

・
現
地
材
料
が
適
用
で
き
る
場
合
が
適
当
 

・
で
き
な
い
場
合
は
、
二
次
製
品
等
を
活
用
 

・
自
然
石
は
大
小
を
組
合
せ
て
な
る
べ
く
空
隙
が
で
き

る
よ
う
配
置
 

 

 
 

 
 

か
ご
系
 

「
水
路
に
お
け
る
生
物
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
主
に
魚
類
）」

の
「
生
息
・
生
育
環
境
の
確
保
」
を
参
照
（
p.
69
～
70
）
 

木
系
 

二
次
製
品
系
 

 

荒
川
南
部
地
区
（
栃
木
県
那
須
鳥
山
市
）
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長
楽
寺
地
区
（
秋
田
県
大
仙
市
）
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ﾈｯ
ﾄﾜ
ｰｸ
 

の
種
類
 

ﾈｯ
ﾄﾜ
ｰｸ
に
お

け
る
役
割
 

環
境
配
慮
工
法
 

の
目
的
 

工
法
の
種
類
 

工
 
法
 
の
 
概
 
要
 

工
法
選
定
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
 

水
田
、水

路
等

と
樹
林
地
に

お
け
る
生
物

の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク（

主
に
両

生
類
）
 

移
動
経
路
の

確
保
 

 

・
登
坂
で
き
る
よ

う
な
「
勾
配
の

緩
和
」、
「
滑
り

に
く

い
壁

面

の
確
保
」
 

 

壁
面
 

ス
ロ
ー
プ
、
 

ワ
ン
ド
 

       
会
津
宮
川
二
期
地
区
 

（
福
島
県
会
津
美
里
町
）
 

        
和
南
川
沿
岸
地
区
 

（
滋
賀
県
東
近
江
市
）
 

側
溝
に
動
物
が
落
下
し
た
場

合
に
這
い
上
が
れ
る
よ
う
に
ス

ロ
ー
プ
の
設
置
や
自
然
石
を
積

ん
だ
も
の
 

・
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
延
長
距
離
を
長
く
す

る
と
と
も
に
、
移
動
経
路
を
確
保
す
る
た
め
に
は
這

い
上
が
り
先
は
両
側
に
設
置
す
る
必
要
 

・
水
の
流
れ
が
あ
る
場
合
に
生
物
を
ワ
ン
ド
に
辿
り
着

き
や
す
く
す
る
た
め
、
流
れ
の
変
化
や
流
速
を
遅
く

す
る
等
の
工
夫
が
必
要
 

・
対
象
生
物
の
生
活
史
を
考
慮
の
上
、
適
当
な
場
所
に

設
置
 

・
新
た
に
構
造
物
を
設
置
せ
ず
現
況
の
山
際
の
地
形
の

利
用
も
検
討
 

・
ス
ロ
ー
プ
の
材
質
や
対
象
と
す
る
生
物
に
よ
っ
て
は
、

直
射
日
光
の
当
た
る
場
所
で
は
、
温
度
の
上
昇
に
よ

り
、
生
物
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
土
で
覆
う
等
の
配
慮
が
必
要
。
 

 

 
生
息
・
生
育
環

境
の
確
保
 

・
隠
れ
場
と
な
る

よ
う
な「

空
隙

の
確
保
」
 

・
産
卵
等
、
生

息
・
生
育
環
境

と
な
る
よ
う

な「
多
様
な
底

質
や
植
生
の

確
保
」
 

護
岸
 

自
然
石
系
 

    「
水
路
に
お
け
る
生
物
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
主
に
魚
類
）」

の
「
生
息
・
生
育
環
境
の
確
保
」
を
参
照
（
p.
69
～
70
）
 

か
ご
系
 

木
 
系
 

二
次
製
品
系
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ﾈｯ
ﾄﾜ
ｰｸ
 

の
種
類
 

ﾈｯ
ﾄﾜ
ｰｸ
に
お

け
る
役
割
 

環
境
配
慮
工
法
 

の
目
的
 

工
法
の
種
類
 

工
 
法
 
の
 
概
 
要
 

工
法
選
定
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
 

た
め
池
周
辺

に
お
け
る
生

物
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク（

主
に

魚
類
、
両
生

類
、
昆
虫
類
） 

・
移
動
経
路
の

確
保
 

 ・
生
息
環
境
の

確
保
・
保
全
 

・
生
息
・
生
育
環

境
と
な
る
よ

う
な「

多
様
な

水
深
の
確
保
」 

・
産
卵
等
、
生

息
・
生
育
環
境

と
な
る
よ
う

な「
多
様
な
植

生
の
確
保
」
 

・
隠
れ
場
と
な
る

よ
う
な「

空
隙

の
確
保
」
 

護
岸
 

自
然
石
系
 

 

 
連
結
金
具
等
で
自
然
石
群
を

強
固
に
固
定
し
た
も
の
。
自
然

石
間
の
空
隙
部
の
間
詰
土
と
背

面
土
が
連
続
し
、
植
物
の
根
も

定
着
し
や
す
く
、
生
物
の
生

息
・
生
育
環
境
を
形
成
 

・
皿
池
等
勾
配
が
緩
や
か
な
た
め
池
で
護
岸
が
必
要
で
、

水
際
に
水
草
を
繁
殖
さ
せ
る
場
合
に
お
い
て
、
地
域
で

自
然
石
が
入
手
可
能
な
場
合
に
適
用
 

 
 

 
 

複
合
系
 

   

既
設
護
岸
の
前
面
に
土
砂
や

捨
石
で
緩
傾
斜
を
つ
く
り
、
ヨ

シ
等
の
群
落
を
形
成
す
る
も

の
。
捨
石
や
ヨ
シ
等
の
植
生
に

よ
り
、
生
物
の
生
息
空
間
を
形

成
 

・
捨
石
は
現
地
で
の
発
生
材
を
利
用
。
盛
土
に
は
浚
渫

土
を
利
用
 

・
傾
斜
が
緩
い
ほ
ど
土
や
捨
石
量
が
多
く
な
り
、
工
事
費

が
増
嵩
 

・
緩
傾
斜
護
岸
の
範
囲
・
傾
斜
角
は
、
貯
水
量
を
考
慮
 

 
 

 
か
ご
系
 

  

流
入
部
等
流
れ
の
あ
る
場
所

に
蛇
か
ご
等
に
よ
り
護
岸
し
、

捨
石
や
植
栽
を
行
う
も
の
。
捨

石
や
植
生
に
よ
り
、
生
物
の
生

息
空
間
を
形
成
。
写
真
は
水
路

に
お
い
て
施
工
し
た
例
 

・
蛇
か
ご
に
詰
め
る
自
然
石
や
木
杭
は
地
域
で
採
取
・
利

用
で
き
る
自
然
材
料
（
石
材
、
間
伐
材
等
）
を
検
討
 

・
他
の
工
法
と
比
べ
て
、
蛇
か
ご
の
間
の
ゴ
ミ
拾
い
等

の
維
持
管
理
作
業
が
課
題
 

 
 

 
 

木
系
 

       

 
木
杭
と
丸
太
に
よ
る
木
柵
の

護
岸
工
法
で
あ
り
、
木
柵
の
間

に
ヨ
シ
等
を
植
栽
し
た
も
の
。

木
柵
間
の
植
生
に
よ
り
、
生
物

の
生
息
空
間
を
形
成
。
写
真
は

木
材
と
石
を
組
合
せ
た
も
の
 

・
木
杭
や
丸
太
、
石
は
地
域
で
採
取
・
利
用
で
き
る
自
然

材
料
（
石
材
、
間
伐
材
等
）
を
検
討
 

・
木
柵
の
補
修
等
が
必
要
 

断
面
図
（
概
略
図
）
 

千
葉
県
立
中
央
博
物
館
生
態
圏
 

舟
田
池
（
千
葉
県
千
葉
市
）
 

断
面
図
（
概
略
図
）
 

沢
堤
地
区
（
岩
手
県
奥
州
市
）
 

木
杭
 

 

捨
石
 

大
松
川
ダ
ム
（
秋
田
県
横
手
市
）
 

断
面
図
（
概
略
図
）
 

自
然
石
 

自
然
石
固
着
金
網
 

吸
出
し
防
止
剤
 

 

木
杭
 

背
丸
太
 

盛
土
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木
杭
 

蛇
か
ご
 

水
生
植
物
 

断
面
図
（
概
略
図
）
 

西
鬼
怒
川
地
区
 

（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）
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ﾈｯ
ﾄﾜ
ｰｸ
 

の
種
類
 

ﾈｯ
ﾄﾜ
ｰｸ
に
お

け
る
役
割
 

環
境
配
慮
工
法
 

の
目
的
 

工
法
の
種
類
 

工
 
法
 
の
 
概
 
要
 

工
法
選
定
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
 

た
め
池
周
辺

に
お
け
る
生

物
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク（

主
に

魚
類
、
両
生

類
、
昆
虫
類
） 

・
移
動
経
路
の

確
保
 

 ・
生
息
環
境
の

確
保
・
保
全
 

・
生
息
・
生
育
環

境
と
な
る
よ

う
な「

多
様
な

水
深
の
確
保
」 

・
産
卵
等
、
生

息
・
生
育
環
境

と
な
る
よ
う

な「
多
様
な
植

生
の
確
保
」
 

・
隠
れ
場
と
な
る

よ
う
な「

空
隙

の
確
保
」
 

護
岸
 

二
次
製
品
系
 

  

擬
石
や
緑
化
機
能
を
兼
ね
備

え
た
ブ
ロ
ッ
ク
。
擬
石
ブ
ロ
ッ

ク
間
の
空
隙
部
の
間
詰
土
と
背

面
土
が
連
続
し
、
植
物
の
根
が

定
着
し
や
す
く
、
生
物
の
生
息

空
間
を
形
成
 

・
皿
池
等
勾
配
が
緩
や
か
な
た
め
池
の
護
岸
が
必
要
で
、

水
際
に
水
草
を
繁
殖
さ
せ
る
場
合
に
適
用
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

水
路
、農

道
等

の
緑
地
に
お

け
る
生
物
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
主
に
鳥

類
、
昆
虫
類
） 

・
移
動
経
路
の

確
保
 

 ・
生
息
環
境
の

確
保
・
保
全
 

 

・
隠
れ
場
、
産
卵

場
等
と
な
る

よ
う
な「

多
様

な
植
生
の
確

保
」
 

植
生
工
 

植
栽
 

   －
 

水
路
、
農
道
、
た
め
池
等
沿

い
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
と

な
る
よ
う
に
植
物
を
植
栽
。
農

地
、
河
川
敷
、
屋
敷
森
や
鎮
守

の
森
等
既
存
の
緑
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
に
よ
り
更
に
効

果
を
発
揮
 

・
蝶
類
等
、
植
物
を
食
べ
る
生
物
を
保
全
対
象
生
物
に

選
定
し
た
場
合
、
そ
の
餌
と
な
る
植
物
を
植
栽
 

・
樹
木
は
可
能
な
限
り
流
域
内
に
生
育
す
る
在
来
種
を

選
定
 

・
枝
落
と
し
、
落
葉
の
除
去
等
の
維
持
管
理
が
必
要
 

 

断
面
図
（
概
略
図
）
 

板
橋
地
区
（
宮
城
県
登
米
市
）
 

多
自
然
型
ブ
ロ
ッ
ク
 

水
生
植
物
 

 

客
土
(又

は
砂
利
）
 

吸
出
し
防
止
材
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5.1.3 設計条件の設定 

 

 

【解  説】 

1. 設計条件の設定の考え方 

現地調査や環境配慮計画等を踏まえ、農業の生産基盤等として施設を設計するために必要な基本的

な条件（計画用水量、計画排水量、計画水位、用排水系統、計画交通量、幅員等）を考慮し、保全対

象生物のネットワークの保全・形成のための条件、流域・水系等条件、用地条件、資材利用条件、維

持管理条件等、個々の現地の条件から設計条件を明らかにする。 

設計条件を設定するに当たっては、地元の有識者の指導・助言を得ながら、農家を含む地域住民等

に説明し、合意を形成することが重要である。 

 

2. 検討項目の例 

(1) 保全対象生物のネットワーク保全・形成のための条件 

保全対象生物のネットワークの保全・形成のために適した環境条件（水深、流速、流量、底質、水

質、周辺の緑地や水路内の隠れ場などの環境等）を整理し、生物のネットワークに極力影響を与えな

いような設計条件を設定する。 

(2) 流域・水系等条件  

水路と河川、水路の上下流、水田と水路、水田と樹林地の間を移動する生物の移動経路の阻害や水

路やため池の乾燥や水枯れ、水際の植物や樹林の伐採などによる生物の生息・生育環境の喪失を引き

起こさないよう、施設構造、施工時期、施工期間、工事の仮設計画、施工方法、施工範囲等を設定す

る。 

(3) 用地条件 

水路や農道等の整備に際し、現況の用地幅と比較して施設用地や工事区域を広くする場合や地形、

周辺構造物等により環境配慮工法を導入するための施設用地や工事区域の確保が困難で導入できる

工法が限定される場合等は、用地条件として設定する。 

(4) 資材利用条件 

経済性や景観面、資源の有効利用の観点から地域で採取・利用できる自然材料（石材、間伐材等）

や現地発生材（水路底土、表土、ため池の浚渫土、栗石、ブロック等）を環境配慮工法の資材として

利用する場合は、種類や資材としての賦存量（利用可能量）等を把握する。 

また、地区内外から土砂等を調達する場合は、類似した生態系や環境で採取されるものを選定する

とともに、外来種の混入に留意する。 

(5) 維持管理条件 

市町村や農家を含む地域住民等が維持管理に関与する程度を勘案しつつ、計画段階で設定された維

持管理計画に基づき、過度な負担が生じないような作業の内容、範囲、頻度等の維持管理条件を設定

する。 

 

調査結果や環境配慮計画等を踏まえ、保全対象生物のネットワークの保全・形成のための条件、

流域・水系等条件、用地条件、資材利用条件、維持管理条件等、個々の現地の条件から設計条件

を明らかにする。 
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【参考資料】          ［設計条件の検討例］ 

－保全対象生物ゲンジホタルの検討例－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【水路の状況と基本的な条件】 

○水路の左岸はブロック積み、右岸は土羽で侵食によ

り一部崩壊。水路底は砂利。 

○水路の右岸側を改修する計画 

○計画流量 Ｑ1＝0.3m3/s Ｑ2＝0.2m3/s  

Ｑ1：代掻き期最大 Ｑ2：普通期最大 

【保全対象生物】 

ゲンジボタル 

【個々の現地の条件】 

 

○ホタルが生息するための条件 

・ホタル幼虫、餌となるカワニナが生息するため年間を通じた水の確保 

・幼虫の蛹化の場（土羽）とホタルの産卵の場（コケ） 

・幼虫が蛹化のため土羽まで登れるような水路斜面 

・カワニナの生息の場（土砂）、幼虫の隠れ場（石） 

・ホタル成虫の休息場や繁殖の場として水路沿いの草木 

○水路の流域・水系等条件 

・かんがい期は、揚水機場により取水している期間以外は 

水路には渓流水が流れるのみ 

○用地条件 

・水路の右岸側に道路、左岸側は山際であるなど水路敷幅 

に制限がある区間有 

○資材利用条件 

・地域で利用できる材料として間伐材や自然石が潤沢 

○維持管理条件 

・地域ではホタルの保護活動を行っており、草刈りがしやすい構造や水路内の観察のために水路に安全に

降りるために必要な構造 

右岸：道路

用地制約 

左岸：山際

既設利用

部分的に侵食

【現況水路のイメージ】 

 

個々の現地の条件より環境配慮工法の設計条件を設定する。 

【設計条件】 

・土羽の法面、コケが繁茂する壁面の材料を使用 

・ホタル幼虫が登れるような粗い壁面を使用 

・水路底の材料（砂）と自然石を配置 

・一定の水位が確保できる部分を設置 

・水路沿いに草木を植栽 

・管理のための階段を設置 等




